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A C C E S S

○福岡市方面から
　国道201号（八木山バイパス経由）下伊田交差点で右折
○北九州方面から
　九州自動車道の八幡ICから本学まで約20分
　九州自動車道の小倉南ICから本学まで約30分
○大分方面から
　東九州自動車道の行橋ICから本学まで約25分

車

○博多方面から
　博多駅→田川伊田駅（約1時間20分）徒歩約15分
○小倉方面から
　小倉駅→田川伊田駅（約1時間）徒歩約15分

JR

○福岡（天神）方面から
　西鉄天神高速バスターミナル→
　福岡県立大学（約1時間25分／構内乗入れ）
　学生向け福岡都市圏＋筑豊地区バス乗り放題定期券
　「筑豊エコルカード」（1ヶ月17,300円）が使えます。

西鉄
バス

○行橋方面から
　行橋駅→田川伊田駅（約50分）徒歩約15分
○直方方面から
　直方駅→下伊田駅（約30分）徒歩約10分
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看護学研究科は、

看護学部と福祉系の人間社会学部が

併設されている点を最大限活かし、

地域の保健・医療・福祉分野の施策展開を推進する

中核的な担い手である高度専門職業人としての

看護職者や研究者・教育者を養成することを目ざし、

設置されました。

学長メッセージ

理事長・学長   柴田  洋三郎
Yosaburo Shibata

　大学院における学びは、既存の理論知や他者の経験知との照らし

合わせや自身の内省を通じた未知の課題発見およびその解決を目

指して、専門職業人として培った価値観や経験知を再考し、その再

検証によって、新たな知を創造することにあります。本学大学院看護

学研究科においては、少子高齢化社会を迎え、地域包括ケアシス

テムの構築とそれに対応した技術革新が求められる現在、その変革

を担う、第一線の研究者、高度専門職業人の育成を目指しています。

　当看護学研究科には、研究コース、専門看護師コース（現在募集停止

中）、助産実践形成コースの3コースがあります。仕事を続けながら修

学する環境を整備していますので、それぞれのコースにおいて、実践

の中で抱いた問題意識を学修に反映させ、修得したことを実践に反

映させるという有機的な課題連携学習を深めていきます。在学中は

言うまでもなく、入学に際しての支援から修了後のリカレント研修

まで支援体制が充実しています。また、授業においては、国内の著名

な講師陣も加わり、わが国の保健医療福祉界の専門的な知識を教

授しますので、現代社会の諸課題に対応できるよう実践科学、研究

について学修できます。今後の我が国の看護科学を担えるよう、価

値ある研究を行ってもらいたいと思います。

　人々の健康と自己実現に寄与すべくより専門性を高めたいと願って

いる、探究心とチャレンジ精神にあふれた人、是非当看護学研究科

の門戸を叩いてください。福岡県立大学大学院看護学研究科の教員

は、全力で皆さん方の夢の実現を応援します。

看護学研究科長メッセージ 　看護学専攻では、看護学の基礎的理論や研究法、ならびに関連諸科学
の理論や技法を学び、看護学を探求します。さらに、学術的な幅広い
知識を兼ね備え、社会や生活者の健康上の課題の解決につながる
研究活動に取り組みます。
　このような課程を経て、さまざまな課題解決や提案に取り組める
研究・教育者、そして多職種のなかで協働できる高度専門職業人として
の看護職者の育成をめざしています。
　社会人が学びやすいように長期履修制度や夜間・土日に開講する
授業、メディア授業の形態を取り入れた学修環境を整えて、皆様をお待ち
しています。

1.看護学を研究するための基本的知識・技法を有している。
　（1）看護学の基礎的知識を有している。

　（2）専門分野に関心と問題意識を有している。

　（3）専門分野の知識を基に研究の見通しを立てることができる。

　（4）専門分野における国内外の論文の基礎的な読解力を有している。

2.専門知識・技法を用いて、主体的に課題を解決し社会に貢献できる
　資質を有している。
　（1）看護学に関する未知の課題を主体的に解決できる資質を有している。

　（2）専門性を高め、社会に貢献したいという熱意と意欲を有している。

3.学習を深めるための基礎的能力を有している。
　（1）学習を深めるために必要な基礎的教養（学力）を有している。

　（2）課題解決に必要な柔軟な発想と思考を備えディスカッションを深めることができる。

　（3）専門知識を用いて自分の考えを論理的に説明できる。

江上  千代美教授
Chiyomi Egami

看護学部 学部長／大学院 看護学研究科長
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本研究科が求める人



Graduate School of Nursing

地域の保健・医療・福祉分野の施策展開を推進する中核的担い手である高度専門職業人としての看護
職者や看護学の創造と発展に貢献できる研究者・教育者を育成する看 護 学 研 究 科

人間を理解するための学術的な幅広い知識を兼ね備え、社会や対象が抱えている健康上

の問題の本質を多角的視点から思考・判断し、多職種と協働し、諸課題に対し適切な看

護が選択できる高度看護専門職者を育成します。

地域の保健・医療・福祉分野の施策展開を推進する中核的な担い手である高度専門職

業人としての看護職者や、研究者・教育者を養成し、社会で活躍するリーダーの育成を目

指しています。そのため、現職の課題を本研究科において、教授陣と共に検討し、課題解決

のための方策を導き出すための支援を行います。

１｜ 看護学研究科は、研究者養成と実践者養成からなります。

2｜ 実践者養成では、老年看護と精神看護の2つの専門看護師コース（現在募集停止中で

す）、助産実践形成コースがあります。大学院教育により、保健・医療・福祉社会での役割

を担うことができる実践能力をもった人材の育成を目指します。

3｜ 学士の学位は有していないが、個別の入学資格審査により大学を卒業した者と同等以

上の学力があると認められた人は受験資格があります（自己推薦型入試は除く）。

4｜ 2年間の修士課程の授業料で3年間在学して単位が取得できる制度として、看護職等

医療職の方が在職したままキャリアアップできるように、長期履修制度を設けています。

5｜ 働きながら学ぶ方のニーズにも対応できるように、夜間・土日に開講する授業、メディア

授業の形態を取り入れた学修環境を整えています。

教育目的
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看護学研究科の特徴



研究コース
Nursing Reserch Course

□ 研究者　□ 教育者　□ 臨床家

　臨床の看護実践の中で、看護師教育・患者教育・学生の教育
を行うときに、また、教育現場で教育実践を行っている中で、疑問
に思ったこと、改善したいと思ったこと、学びたいと思ったことはあ
りませんか？
　研究コースでは、このような課題の解決を研究的に取り組むこ
とを通して、主体的に看護の質向上のための実践や教育実践が
できる人材の育成を目指しています。貴方の持っている力を、本学
の大学院で是非開花させてください。教育者の関わりは学習者
の学びに影響を与えます。教育者自身が学ぶことが、学習者の学
びを広げ、深めることに繋がるのです。

疑問？を改善！につなげよう

研究コースでは臨床看護や看護

教育を、根拠をもって行うことに

つながる基礎的な研究や、看護

学や看護教育学の発展につな

がる研究を行う能力を培い、医

療機関等や教育機関あるいは行

政機関で、組織の管理者や教育

者として看護の質の向上や看護

教育の質の向上に寄与しうる人

材の育成を目指しています。

石田 智恵美 教授
看護教育学

目指せる専門職

教員からのMessage 【研究コース】 修士論文テーマ 一覧 
　私は、これまでの病院・部隊勤務、災害派遣及び准看護師養成における教員の経
験などのなかで、大変多くの事を学ばせていただきました。今後、自身のキャリアアップ
や組織貢献を考えた時に、研究や教育について更に学びを深めたいと思い、職場の
支援もいただき大学院進学を決意しました。日々の講義、先生方や世代を越えた仲間
とのディスカッションで、知見の広がりや学ぶ楽しさを実感しています。子育てと学業の
両立に不安もありましたが、オンライン授業の活用により充実した学習環境を提供して
いただいています。

　急性期病院に就職し、プリセプターや臨床指導者を経験する中で、「新人や
看護学生により分かりやすく看護技術を指導することができないか」という思い
が日々増していきました。この思いを解決するために、大学院への進学を決めま
した。仕事との両立は想像以上に大変ですが、それ以上に看護の奥深さに触
れ、新たな発見をすること、改めて考え直すことが楽しくて仕方ありません。また、
研究を進める中でも自分の成長が実感でき、充実した日々を過ごしています。

在学生からのMessage

論文題目

我が国におけるフライトナースの他職種連携実践能力

に関連する要因の検討

術後患者の呼吸状態の観察場面における看護学生の

シミュレーション学習前後の眼球運動の変化

小中学校の教職員におけるフリースクールに対する認

識に関する研究　―福岡県内を対象に―

実感できる自分の成長

知見の広がりや学ぶ楽しさを実感しています

　臨床で約10年小児看護に携わり、在宅で療養している子ども達に関心をもちました。そ
の後、大学教員として5年の期間を経て大学院への進学を決めました。研究においては臨
床での経験を活かし、在宅で療養している子ども達の支援に関する研究に取り組んでい
ます。授業では、看護の理論家の思想（看護の原点）に触れ、これまで自身が行ってきた看
護の意味付けができ、看護の奥深さを感じています。進学当初は仕事と学業の両立に懸
念がありましたが、家族の協力のもと授業に参加でき、家族の絆や力を再認識し、前向きに
学びに向かえており充実した日 を々送っています。

看護の原点に触れ、看護の奥深さを実感しています

田原 千晶さん
福岡県立大学 看護学部 助手　M2

満島 杏子さん
自衛隊福岡病院 看護師　M2

春藤 香織さん
西南女学院大学 看護学科 助手　M3（長期履修生）

06Fukuoka Prefectural Universit y Graduate School 202405



研究コース

教授　永嶋 由理子（看護心理学）　
教授　石田 智恵美（看護教育学）
教授　江上 千代美（実験看護学）

教授　尾形 由起子（地域看護学）
教授　松浦 賢長（思春期ヘルスプロモーション）
教授　波止 千惠（在宅看護学）

教授　福田 和美（成人看護学）
教授　村方 多鶴子（精神看護学）

教授　杉浦 和子（助産学）

●　実験看護学

実験看護学では、形態機能学と生理学に基づいた根拠あるケア

を論理的・科学的に探究する理論と方法を学びます。さらに現在

健康課題や社会問題となっている看護を取り巻く事象について

取り組まれている看護実践の有用性について、実験手法を用い

て検証を行います。

●　看護教育学

患者教育・看護師教育・学生教育・自己教育など、看護に関わる

教授＝学習過程に共通する教育理論や方法論について修得し、

その根底にある教育哲学について学修します。看護教育を実践・

研究することのできる人材を育成することを目的としています。

修了生は、各大学の教員として臨床の教育者として活躍しています。

●　看護心理学

看護心理学では、心理学を基軸として看護学を論理的・科学的に

探求していく理論と方法を修得します。特に、看護技術の熟達化

や看護学生・看護職の内的特性や変化について学修していきます。

看護技術の熟達化については、ベナー看護論や心理学的視点から

議論を重ね理解を深めていきます。また看護学生や看護職の

内的特性や変化を自己効力感や達成動機、レジリエンス、職業的

アイデンティなどの視点から研究的に解明していく理論と方法を

修得します。

●　基礎看護学

基礎看護学分野では、看護の基盤となる看護の主要概念について

多様な観点から検討し、理解を深めていきます。また、理論に

基づく効果的な看護技術教育について、看護技術の教育実践を

分析する方法と学生の力を引き出し高める教育方法を探究します。

さらに、従来用いられている看護技術の根拠について、実験的

手法を用いて検証する方法や、効果的な看護技術の開発を推進

する能力を修得します。

▶

▶

▶

▶

●　助産学

ウィメンズヘルス、リプロダクティブヘルスの観点、周産期の倫

理、管理、実践において、主体的に探求する能力を養います。多

角的な視点をもち、多様な意見を受け入れ、研究能力の向上を

目指します。将来は、培われた能力を臨床や教育分野で発揮し、

さらに活動領域を広げていくことに役立てることができます。

　

▶

●　在宅看護学

在宅看護学分野では、地域で暮らす人々が安心・安全な療養

生活を継続できるための看護の実践を探求しています。高度な

看護技術のみならず、暮らしから看護課題をとらえ自助・互助を

視野にいれた多職種連携などチームアプローチの視点から研究

を進めています。

●　地域看護学

わが国の喫緊の課題である在宅医療や在宅療養の支援と支援

システムを研究課題とする研究を進めています。これまで、子育

ての社会化（ソーシャル・キャピタルの視点）、地域に住む中年期

男性統合失調症患者と老親の支援、在宅で療養する神経難病患

者の支援ネットワーク形成に係る保健師の調整技術、末期がん

患者の在宅ケアシステム構築に係る連携、2型糖尿病患者の看護

等について保健師の視点で研究を行っています。

●　思春期ヘルスプロモーション

思春期の母子保健、学校保健、思春期保健を対象とする中、特に

性の問題や精神疾患・発達障害等の研究に力を入れています。

課題背景となる家族問題や虐待、不登校・ひきこもりについては

実践に即した社会的な支援の仕組みのあり方を探求します。妊

娠期から乳幼児期・児童期・思春期に至る過程の課題、すなわち

母子保健と学校保健については政策・施策を踏まえた研究課題

を設定していきます。

▶

▶

▶

●　精神看護学

精神看護学では、子どもから高齢者まで幅広い方を対象として

います。そのため、既存の理論やモデルを用いて、それぞれの発達

段階におけるメンタルヘルスについて学習します。また、精神科

病院内の看護に限らず、地域・在宅を含めた幅広い領域で課題

を見つけ、その課題を探求し、研究につなげていく能力を修得し

ます。

●　老年看護学

在宅・施設および医療機関というあらゆる場における様々な健康

課題を持つ高齢者とその家族に対する教育や援助のためのアセ

スメントツール、倫理的課題解決の方法、対象者をとりまくケアシ

ステム構築のプロセスやチームアプローチの方法、専門的看護の

方法を経験や事例をもとに検討できる能力を修得します。

●　成人看護学

成人期にある患者（家族）を生活者の視点、ライフサイクルの視

点、健康レベルの視点でとらえ、患者の生命及び患者（家族）の

QOLの向上に寄与する実践、研究を追求します。地域包括ケアに

対応できる看護職者が求められている現在、臨床での看護を基

礎とし、成人期にある患者（家族）の身体・心理・社会的側面に関

わる諸課題を探究する能力、理論・看護の概念モデルを用いた看

護を実践する能力を備えた人材の育成を目指します。

●　小児看護学

子どもの最善の利益を守ることを基本理念に、乳児期から思春期

発達段階の子どもの健康時、急性・慢性・ターミナル期、障がい、

在宅などあらゆる健康段階や状況における成長発達や生活環境

を理解し、その子らしく家族とともに生活できるよう、生活の

質向上や健康増進のための実践と研究方法について意見交換し

ながら探求します。

▶

▶

▶

▶
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　このページをご覧いただきありがとうございます。
　本学の助産実践形成コースは、豊富な助産師経験を持つ
教員や専門職による教授により、専門的な知識と高い技術を
習得することができます。豊かな人間性も養われ、将来は臨
床助産師、教育者、研究者への道が開けます。
　助産師を目指す方、本学でお待ちしています。

杉浦 和子 教授
助産学

□ 臨床家 （助産師）　□ 研究者　□ 教育者

目指せる専門職

在学生からのMessage

●飯塚病院
●産業医科大学病院
●東野産婦人科
●エンゼル病院
●福岡徳洲会病院
●医療法人沖縄徳洲会湘南鎌倉総合病院
●国立研究開発法人国立成育医療研究センター
●横浜市立大学附属市民総合医療センター
●独立行政法人地域医療機能推進機構九州病院など

出生直後の新生児ケア

分娩介助技術演習

講義内でのディスカッション

学習風景

教員と演習（シミュレーション）

助産実践形成コース
Buildup Midwifery Practice Course

教員からのMessage

先輩方の主な就職先 同じ助産師を目指す

仲間と支え合いなが

ら毎日充実した日々

を送ることができてい

ます。皆さんも私たち

と一緒に素敵な助産

師を目指しましょう！

助産実践形成コースは、周産期

の様々な課題に対応するため高

度で自律した助産実践能力を身

につけた助産師の育成を目指す

コースであり、助産師国家試験受

験資格を取得することができま

す。また規定の科目を習得するこ

とで、受胎調節実地指導員申請

資格・新生児蘇生法「専門」コー

ス認定申請資格も取得すること

ができます。
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詳しくは
こちらへ

もっと情報を
知りたい方は



　母子の愛着に興味を持ち、ひとつひとつの家族に幸せな出産を届けたいという思いで助産師を目指し、
大学院に進学しました。大学院ではホリスティックについて深く学んだことが印象的で、母子が生まれながらに
持つ力を最大限に引き出せるようにかかわることが大切だと強く感じるようになりました。現在はNICUで
看護師として勤務しており、頑張って成長していく新生児の姿に日々 感動し癒されています。大学院で学んだ
ことを大切にしながら、これからも未熟児とその家族にとって最善の看護を追求していきたいと思います。

一つ一つの家族に幸せな出産を届けたい

大田 梨愛さん
広島市立広島市民病院　未熟児センター NICU　看護師・助産師

助産実践形成コース　2021年3月修了

　仕事、子育てをしながらの学業に不安がありましたが、オンライン講義や講義の時間を調整していただいた
ことで、無理なく単位取得ができました。修士論文は何度もくじけそうになりましたが、進むべき方向性を示して
いただき、無事に書き上げることができました。先生方のご指導の賜物と感謝いたしております。修士課程で学
んだことによって、臨床の場で起こる事象を、理論的・科学的な視点で考え、経験を知識に変換するすべを学
べたと思います。大変なこともありましたが、自分自身に自信を持つきっかけとなり、より看護が好きになりました。

自分の可能性を信じて

深町  由華里さん
久留米大学病院　高度救命救急センター　看護師

研究コース　2023年3月修了

　本大学を卒業後、地元の総合病院の精神科で勤務していました。恩師の勧めもあり大学院に進学し、

修了後は精神看護学の教員として大学で勤めています。教育の難しさはありますが、学生の成長する姿

を講義や実習の中で実感できることが喜びです。大学院で出会った先輩や同期の方とは今でも交流があ

り、情報交換を行ったり研究を一緒にすることもあります。これからもつながりを大切にしながら精神疾患を

抱える方への理解者が少しでも増えるように教育に励むと共に、精神疾患の予防に向けた研究活動や地

域活動にも挑戦していきたいと思っています。

精神看護学の教育者を目指して

植田　愛さん
福岡県立大学　看護学部　助教

研究コース（精神看護学）　2017年3月修了

Cu r r i c u l um カリキュラム

2007年4月に本研究科は開講してから、修了生は122名に達しており、臨床・教育現場の第一線で活躍しています。

看護学研究科の
修 了 生 の 今

専門看護師コースは、現在募集停止中です。

研
究
コ
ー
ス

看
護
理
論
　
　
　
　
看
護
倫
理
　
　
　
　
看
護
研
究
法

修
士
（
看
護
学
）

コース 専門必修 学位共通選択

全コース履修可
○ コンサルテーション論
○ 看護教育学
○ 看護管理学
○ 嗜癖行動学特論
○ 哲学的人間学
○ データ解析特論
○ データ解析演習
○ ヘルスプロモーション科学
○ 英語文献講読特論
○ 看護政策論
○ Advanced生理学・
　 病態生理学
○ Advancedフィジカル
　 アセスメント
○ Advanced臨床薬理学
○ ウイメンズヘルス特論*
○ ウイメンズヘルス演習*

* 助産実践形成コース必修科目

専門科目

1　年 2　年

基盤看護学
特別研究
(1～2年)

ヘルスプロモーション
看護学特別研究
(1～2年)

臨床看護学
特別研究
(1～2年)

助産学 特別研究
(1～2年)

看護教育学特論
看護教育学演習

基礎看護学特論
基礎看護学演習

看護心理学特論
看護心理学演習

実験看護学特論
実験看護学演習

思春期ヘルスプロモーション特論
思春期ヘルスプロモーション演習

地域看護学特論
地域看護学演習

成人看護学特論
成人看護学演習

在宅看護学特論
在宅看護学演習

老年看護学特論
老年看護学演習

精神看護学特論
精神看護学演習

小児看護学特論
小児看護学演習

助産学特論
助産学演習

助産学特論
助産学演習
基礎助産学特論
基礎助産学演習　
コミュニティ助産学特論
コミュニティ助産学演習  
ホリスティック助産学特論
ホリスティック助産学演習
助産実践学Ⅰ
助産実践学Ⅱ
助産実践学Ⅲ
助産実践学Ⅳ
助産学実習Ⅰ
助産学実習Ⅱ

助産学課題研究
(1～2年)

マネジメント助産学特論
助産学実習Ⅲ
助産学実習Ⅳ
助産学実習Ⅴ

助
産
実
践
形
成
コ
ー
ス
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学生支援体制 その他（学位取得者、入試日程、学年暦、実習施設の情報）

　学務部会に学生支援担当教員を配置し、大学院生の相談等に対応できる体制を整えています。個別対応はもちろん、

各学年から選出された代表学生を通じて、学年全体への対応も行えるようにしています。また、看護学研究科専用の院生

室も整備しています。院生室には院生専用の机とロッカーがあり、無線ＬＡＮによるネットワーク環境も整えています。この

ような体制のもと、院生は安心して学習に取り組むことができ、充実した院生生活を送っています。さらに修了後にも、保健

医療福祉の学術的な発展と臨床・教育の実践の質向上を目指したネットワークづくりを行っています。

■学位取得者　修士（看護学）  計122名　　　　　　　　　　　■在学生  計14名

■院生室に、院生専用の机、ロッカー、無線ＬＡＮによるネット
ワーク環境を整えています。

■学生相談窓口として、各学年の代表学生１名が担当していま
す。また、大学院担当（学務部会）の教員の中から３名が学生
支援担当者として学生に関わっています。

■国内学会参加費補助制度があります。

1 在学中の支援

■FPUMN2                                                  　　　　　　　　　　　　　　　　　

（福岡県立大学大学院看護学研究科ネットワーク）

代表：増滿誠
研究コース（精神看護学  2010年修了）

当研究科の在学生・修了生による知的・実践的なネットワーク
で、保健医療福祉の学術的な発展と臨床・教育の実践の質向
上を目指します。また、専門看護師の資格取得支援、継続的実
践能力の支援、修士論文の学会発表・投稿等の支援も行って
います。

2 修 了 後 の 支 援
募集人員

1 学生情報

2 募集人員及び入試日程（注1）

事前協議締切日（注2） 出願期間 試験日 合格発表 入学手続き期間

筑豊のシンボル 青春の門（五木寛之の小説）に出てくる「香春岳」

2023（令和5）年
8月18日（金）

専門看護師コースは、
現在募集停止中です。

2023（令和5）年
9月25日（月）から

2023（令和5）年
10月2日（月）まで

2023（令和5）年
10月14日（土）

2023（令和5）年
10月20日（金）

2023（令和5）年
10月21日（土）から

2023（令和5）年
10月31日（火）まで

3 学年暦（例）

4 実習施設

2023（令和5）年度

助産実践形成コース

母子健康指導センター　サンムラタ 
フラウエンハウス加來 
田川市立病院
有松病院 
医療法人社団尚龢会 エンゼル病院 
医療法人愛成会　東野産婦人科 
医療法人愛生会　馬渡産婦人科 

本研究科の詳細は

お問い合わせは

ホームページ　https://www.fukuoka-pu.ac.jp/graduateSchool/nurse/ をご覧ください。

福岡県立大学アドミッション・オフイス　
TEL 0947-42-2118　　〒825-8585  福岡県田川市大字伊田4395

実施主体 内　　容 備　　考

日本学生
支援機構

福岡県立大学

日本学生支援機構、本学及びその他（地方公共
団体・民間団体・病院等）の奨学金があります。

その他の奨学金については、掲示コーナーでお知らせします。

4 奨学金

■第一種(無利子貸与)
　月額5万円、8万8千円から選択

■第二種(有利子貸与)
　月額5万円、8万円、10万円、
　13万円、15万円から選択

学費負担者の被災や病気等によ
り修学を継続することが困難な学
生に対し、貸与総額60万円を越え
ない範囲で貸与します。

4月上旬に説明会を
開催しますので、希
望者は必ず出席して
ください。

自然災害等の特別
な事情がある場合を
除き、採用は原則毎
年度1名となります。

3 学費等

入学料

授業料

授業料
の減免

詳細は、掲示コーナーでお知らせします。

535,800円
（前期、後期で分納）

経済的理由等により授業
料の納付が困難で、かつ
学業が優秀と認められる
場合に授業料の全額（ま
たは半額）を免除する制
度があります。

助産院　町のさんばさん 
一般社団法人 北九州助産センター お産の家　よつ葉 
助産院　笑望 
独立行政法人地域医療機能推進機構　九州病院
飯塚病院
産業医科大学病院

自己推薦を含めて12人
うち助産実践形成
コースの定員は5人

3コース計12人

(注1) 募集人数を満たさなかった場合は、2月に追加選抜を行うことがあります。　(注2) 出願資格の【注意】参照

（○は入学年度の行事。●は修了を希望する年度の行事）
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4月4日（火）

5月17日（水）

9月20日（水）

○入学式・オリエンテーション

研究計画発表会

研究計画発表会　　　　　　　　

●修士論文発表会

●修士学位授与式

●修士論文提出期限

●修士論文口述試験

7月下旬～8月上旬
（助産実践形成コース）
10月上旬～11月中旬
（研究コース）

12月8日（金）
（助産実践形成コース）
1月5日（金）
（研究コース）
12月18日（月）～22日（金）
（助産実践形成コース）
1月15日（月）～19日（金）
（研究コース）

3月1日（金）

3月15日（金）

今 年 度から入 試 方 法が 変わりました

県内居住者：282,000円
県外居住者：520,000円

●修士論文中間発表会


